
　
　
２０１８年度 特定非営利活動法人縁活　　事業報告

事業
1 すうほ・たちきの実（グループホーム事業）
トピック

　　　　・利用者の支援見直し
　　　　・新たに１０３号室すうほ定員１０名
　　　　・職員スタッフ向け支援研修企画
2 おもや（就労支援継続B型事業）
トピック
　　　　・施設職員支援者研修、利用者虐待防止研修
・施設外就労４箇所始まる
　　　　・OmoyaCafé

　　　　・売上げ向上でおもやプロ
トピック　　
〇すうほ・たちきの実
　　　　　　・利用者の支援見直し
スタッフの出口さんが中心となり　
ながら、すうほ担当出口さん、たち
き担当栄田さんで体制を整えてき
たが、利用者増となり、スタッフ支
援体制の見直しは必要な状態とな
っている。スタッフ出口さんの負担
がかなり大きくなってきている。
　　　　　
　　　　・新たに１０３号室すうほ定員１０名に
６月末より、１０３号室を新たに借りすうほの拠点とし、定員を７→１０名に変更する。現在利用者９名（利用状況は別紙にて）
順調に利用者は増えて[image: image1.jpg]


いる。そこにスタッフ支援が今後の課題である。
　中川夫婦の支援２０１号室に2019年3月すうほに来られた。
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　　　　・職員スタッフ向け支援研修企画
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直接支援についての研修はできなかったが、１０月１日に虐待について、支援者と利用者と一緒に研修をすることができた。
　　　　・卒業生集いイベント企画
ホームを卒業されてからは一人暮らし、共同の生活など様々で、すうほやたちきの卒業生の集いをしたいと思ったが、できず、何人かの話はしたがまた改めて次年度に企画する。
〇おもや
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　　　　・施設職員支援者研修、虐待防止研修
１０月１日に施設内にて職員、利用者とともに当事者が語る研修会を企画した。どんなことを考えているのか、思っているのか。どうサポートしたらいいのかを、スタッフ、利用者と一緒にグループワークして研修できてよかった。（※同じ事業所のスタッフ、利用者にならないなどの工夫をする）
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・施設外就労4箇所始まる
２０１７年度は猪飼農園（栗東）、パイオニアファーム（草津）の施設外就労をしてきたが、２０１８年度からは武村トマト農園（栗東）、小笹農園（草津山田）の2件の農家さんと継続的な施設外就労になった。武村トマト農園は灼熱の中での作業のため次年度は体調のことを配慮してやめたほうがいいかと思われる。自圃場の作業もあるため、農家さんの施設外就労の限界も感じる。今後の継続的に繋がる農家さんの就労を中心に考えていく。
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　　　　・OmoyaCaféに向けて
旧事務所を改装して落ち着くカフェの空間を。ということで始まったが、補助金申請の関係で工事は２０１９年４月からスタート、カフェの開所は５月１０日からであった。空間が広がり落ち着いた雰囲気でお客さんもゆったりと過ごせるようす。その分また売り上げも上がっている。
　　　　・売上げ向上でおもやプロスタート
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おもやプロは６月から始まる。利用者２名がプロとして始まる。工賃も　最賃計算でのおよそ２０万になっている。スタッフと一緒に作業を組み立て、草刈り機などの高度な作業にも積極的に入ってもらった。

